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新旧対照表「土地改良総合整備事業等における小水路（0.5m3／s 以下）及び支線農道舗装の測量設計業務の標準歩掛」 

改定後 現行 備考 

目次【略】 

２．小水路及び支線農道舗装設計業務歩掛 

 

【略】 

 

４）支線農道舗装設計標準歩掛 

（１）農道舗装設計標準歩掛 

（表―４） 

工  種 単位 技長 主技 技Ａ 技Ｂ 技Ｃ 技術員  補正 

現地調査 1.0km 0.18 0.48 0.39 0.33 
 

 
 
 

 Ａ 

線形計画・設計（平面計画） 1.0km 0.18 0.33 0.33 0.36 
 

 
 
 

 Ｅ 

線形計画・設計（縦横断計画） 1.0km  0.27 0.45 1.08 
 

 
 
 

 Ｆ 

線形計画・設計（構造物計画） 1.0km  0.33 0.39 0.54 
 

 
 
 

 Ｄ 

土工計画設計（縦平面図作成） 1.0km 
 
 

0.18 0.18 0.39 0.42 1.74  Ｆ 

土工計画設計 
（横断面設計図作成） 

1.0km  0.42 0.42 1.26 1.26 5.37  Ｇ 

舗装計画・設計図作成 1.0km 
 
 

0.18 0.33 0.60 0.66 0.78  Ｂ 

（付帯構造物設計図） 1.0km 
 
 

0.24 0.24 0.72 0.72 3.18  Ｈ 

照査 1.0km  0.66     
 
 

－ 

点検取りまとめ 1.0km 0.06 0.24 0.51 0.69 0.54  
 
 

Ｃ 

 

＜距離補正＞ 
・同一路線延長が 1.0km 未満の場合（個々の路線毎） 

ｎ＝設計対象延長（ｍ）／1,000ｍ 
（ｎは小数点以下第２位四捨五入、１位止めとする） 
設計延長歩掛＝１km 当たり歩掛（表－１）×ｎで計上する。 

 
 
 
 
 

 目次【略】 

２．小水路及び支線農道舗装設計業務歩掛 

 

【略】 

 

４）支線農道舗装設計標準歩掛 

（１）農道舗装設計標準歩掛 

（表―４） 

工  種 単位 技長 主技 技Ａ 技Ｂ 技Ｃ 技術員  補正 

現地調査 1.0km 0.15 0.42 0.33 0.30 
 

 
 
 

 Ａ 

線形計画・設計（平面計画） 1.0km 0.15 0.30 0.30 0.30 
 

 
 
 

 Ｅ 

線形計画・設計（縦横断計画） 1.0km  0.24 0.42 0.96 
 

 
 
 

 D 

線形計画・設計（構造物計画） 1.0km  0.33 0.39 0.54 
 

 
 
 

 Ｄ 

土工計画設計（縦平面図作成） 1.0km 
 
 

0.18 0.18 0.39 0.42 1.74  Ｆ 

土工計画設計 
（横断面設計図作成） 

1.0km  0.42 0.42 1.26 1.26 5.37  Ｇ 

舗装計画・設計図作成 1.0km 
 
 

0.18 0.33 0.60 0.66 0.78  Ｂ 

（付帯構造物設計図） 1.0km 
 
 

0.24 0.24 0.72 0.72 3.21  D 

照査 1.0km  0.54     
 
 

－ 

点検取りまとめ 1.0km 0.06 0.24 0.51 0.69 0.54  
 
 

Ｃ 

 

＜距離補正＞ 
・同一路線延長が 1.0km 未満の場合（個々の路線毎） 

ｎ＝設計対象延長（ｍ）／1,000ｍ 
（ｎは小数点以下第２位四捨五入、１位止めとする） 
設計延長歩掛＝１km 当たり歩掛（表－１）×ｎで計上する。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
土地改良事業積算

基準(調査･測量･設
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新旧対照表「土地改良総合整備事業等における小水路（0.5m3／s 以下）及び支線農道舗装の測量設計業務の標準歩掛」 

改定後 現行 備考 

・同一路線が 1.0km 以上の場合下記の補正を行うことができる。（個々の路線毎） 
ｎ＝設計対象延長（ｍ）／1,000ｍ 
（ｎは小数点以下第２位四捨五入、１位止めとする） 

補正がない場合 
設計延長歩掛＝１km 当歩掛（表－３）×ｎで計上する。 

補正がＡの場合（Ａ＝0.5ｎ＋0.5） 
設計延長歩掛＝１km 当歩掛（表－３）×Ａで計上する。 

補正がＢの場合（Ｂ＝0.2ｎ＋0.8） 
設計延長歩掛＝１km 当歩掛（表－３）×Ｂで計上する。 

補正がＣの場合（Ｃ＝0.1ｎ＋0.9） 
設計延長歩掛＝１km 当歩掛（表－３）×Ｃで計上する。 

補正がＤの場合（Ｄ＝0.7ｎ＋0.3） 
設計延長歩掛＝１km 当歩掛（表－３）×Ｄで計上する。 

補正がＥの場合（Ｅ＝0.4ｎ＋0.6） 
設計延長歩掛＝１km 当歩掛（表－３）×Ｅで計上する。 

補正がＦの場合（Ｆ＝0.6ｎ＋0.4） 
設計延長歩掛＝１km 当歩掛（表－３）×Ｆで計上する。 

補正がＧの場合（Ｇ＝0.9ｎ＋0.1） 
設計延長歩掛＝１km 当歩掛（表－３）×Ｇで計上する。 

補正がＨの場合（Ｈ＝0.8ｎ＋0.2） 
設計延長歩掛＝１km 当歩掛（表－３）×Ｈで計上する。 

 

 

 

【以下略】 

・同一路線が 1.0km 以上の場合下記の補正を行うことができる。（個々の路線毎） 
ｎ＝設計対象延長（ｍ）／1,000ｍ 
（ｎは小数点以下第２位四捨五入、１位止めとする） 

補正がない場合 
設計延長歩掛＝１km 当歩掛（表－３）×ｎで計上する。 

補正がＡの場合（Ａ＝0.5ｎ＋0.5） 
設計延長歩掛＝１km 当歩掛（表－３）×Ａで計上する。 

補正がＢの場合（Ｂ＝0.2ｎ＋0.8） 
設計延長歩掛＝１km 当歩掛（表－３）×Ｂで計上する。 

補正がＣの場合（Ｃ＝0.1ｎ＋0.9） 
設計延長歩掛＝１km 当歩掛（表－３）×Ｃで計上する。 

補正がＤの場合（Ｄ＝0.7ｎ＋0.3） 
設計延長歩掛＝１km 当歩掛（表－３）×Ｄで計上する。 

補正がＥの場合（Ｅ＝0.4ｎ＋0.6） 
設計延長歩掛＝１km 当歩掛（表－３）×Ｅで計上する。 

補正がＦの場合（Ｆ＝0.6ｎ＋0.4） 
設計延長歩掛＝１km 当歩掛（表－３）×Ｆで計上する。 

補正がＧの場合（Ｇ＝0.9ｎ＋0.1） 
設計延長歩掛＝１km 当歩掛（表－３）×Ｇで計上する。 

「追記」 
 

 

 

 

【以下略】 

 

 


